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研究成果の概要： 
1.部分情報化における連続時間最適消費問題の解の導出に成功した。2.Rank オプションとよば

れるエキゾチックオプションの価格計算に成功した。3.Fama(1996)の ICAPM 問題を無条件の

最適化問題として定式化することができた。 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
18 年度 600,000  600,000 

19 年度 600,000  600,000 

20 年度 700,000 210,000 910,000 

年度    

  年度    

総 計 1,900,000 210,000 2,110,000 

 
 
研究分野：数理ファイナンス 
科研費の分科・細目：情報学・統計科学 
キーワード：最適ポートフォリオ 
 
１．研究開始当初の背景 
年金運用問題などは、一期間問題ではなく多
期間問題として考えるべきである。しかし、 
多期間問題における最適解を具体的に計算
することは非常に難しいため、実務において
は一期間問題としてモデル化されることが
ほとんどのようである。 
２．研究の目的 
多期間問題における最適ポートフォリオの
解析解を導出すること、解析解の導出が難し
い問題に対しては近似解法を導出すること
を目的とした。 
 

３．研究の方法 
まずは、数学的に部分情報下における連続時
間最適消費問題を解いた。つぎに、Brandt et 
al.(2005)の研究を参考に、ポートフォリオを
パラメータ化することによる近似解法を研
究した。 
 
４．研究成果 
部分情報化における連続時間最適消費問題
の解の導出に成功した。 Fama(1996) の
ICAPM 問題を無条件の最適化問題として定
式化することができた。 
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